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終わり 50日後退院，以来通院加療していたが腎孟腎炎で、
約 1カ月後入院，抗生物質その他で 1:カ月後退院した。
半年後第 2回目手術を施行し，有茎結腸を残存直腸に移
植し勝脱再建し，これに両側輸尿管を吻合し，さらに人
工庇門を再造設した。約 2カi月後に退院し，一般状態，
尿所見も快復した。尿量は l回約 300cc， 1日3，._， 6回
位である。第 2回手術後 2年半経過した現在では，腎炎
などの再発もなく日常生活にも支障なく，農作業に従事
中で，体重も 48kgとなり，現在では人工紅円以外は，
受傷前とほぼ同様の状態にまで、快復した症例を経験した
のでここに報告する。 
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最近2年8ヵ月で，本症を 58例経験し， 48例を治療
した。本症は，まず内科的に治療されるが， s状結腸以
下に病変のある場合には，内科的にほとんど寛解をみた
が， s状結腸以上に病変のあったもの，および劇症型で
発症した症例では，合成 ACTHの点滴，抗生物質，サ
ラゾピリン，輸血などにより， 1カ月以内に急性期は寛
解し，症状も安定し，愁訴もなくなるものの，病巣は治
癒せず， pseudopolyposisとなり，外科的適応と考えら
れるものが多い。外科的処置は 16例に施行し，全結腸
切除，直腸切断回腸屡造設が原則であるが，若年者であ
るので，病巣部を切除し，直腸に病変がなければ，自然
虹門を温存する方針である。なお，本症に癌を合併した
症例を経験するにつけても，長期内科的治療にゆだねる
ことなく，予後を早期に判定し，要すれば手術を行な
い，社会復帰を 1日も早くしてやりたいと考えている。 
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中山博，大津鏡，小沢弘備(沼津市立)
野村庸一(県立東金)
症例は 42才，男，工員。ボンベが爆発し，その止め
金を顔面に受けて倒れた。約 2時間後，某医より当科を
紹介されて来院した。
来院時，呼吸困難が強く，顔面から胸部にかけて皮下
気腫が著明，意識は正常で，ショック状態ではない。白
血球数は 11450。上腹部痛を訴え，軽度のデファンスを
認めた。
胸部X線では，肺野に変化はないが，縦隔洞は拡大し
同部に気腫像、が認められた。気管破裂と考え，気管切開
して経過観察した。 2日後，左肺野に陰影の出現増強が
あり，食道撮影を行なった。食道憩室の破裂と診断し胃
凄造設術を施行した。再三の胸腔穿刺では膿胸の所見は
なく，またX線的にも陰影は日増しに消失し，胸腔ドレ
ナ{少は行なわなかった。 
8週間後に食道撮影をしたが，憩室も，穿孔像もな
く，まったく正常な食道像を示し，特発性食道破裂と推
定した。本症例は胃痩のみにて治癒した稀有な症例で
ある。 
50.胸部食道癌に対する胸壁前食道胃吻合術の吻合部
一期治癒を図る方法
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胸部食道癌根治手術に対するわれわれの考え方は，根
治度の面から胸部食道のE全摘と噴門部および腹腔動脈
基部のリンパ節廓清をすること，また再建法としては手
術が安全でしかも生理的であることなどの理由より，胸
部食道亜全摘胸壁前食道胃吻合術を基本的な術式として
きた。
しかしこの術式の唯一の難点は食道胃吻合部の縫合不
全率が高率で，患者の社会復帰を遅延させることは万人
の一致した見解である。
われわれはこの対策として挙上胃管先端部の広汎な撲
筋層剥離を行ない，同部の周囲組織との血管新生を促進
すること，吻合は食道粘膜，粘膜下層と胃の粘膜粘膜下
層とを cutgutの内醗一層縫合で行なうこと， さらに
牌動静脈よりの分枝である左胃大網動静脈，左大網動静
脈を茎とする大網片，すなわち挙上胃管と全く無関係の
血流分布を有する大網片で，吻合部と胃先端部を被覆し
て吻合部の補強と大網挙上官管聞の積極的血管新生をは
かる新法を考案し，臨床応用で画期的な好成績を挙げ得
たので報告する。
ここ四カ月にこの方法で一期的胸壁前食道胃吻合 7
例，分割的再建 3例を行ない全例なんら凄孔を形成する
こともなく完全治癒し，中には術後 l週目よりの早期食
道摂取可能例もあった。本法の利点は挙上胃の疑筋膜剥
離によって胃管の延長がはかれ，吻合部に緊張がない。
粘膜下層までの一層縫合であるために吻合部が大きく術
後狭窄が起きない。縫合部に一時小穿孔があったとして
も大網の抗炎症作用で被護され痩孔の形とならずに治癒
する。挙上胃管の血流不全特に早期のうっ血は，大網や
周囲組織との聞に一週間以内に副血行を新生し早期に除
去される，などでありこれが好成績を挙げた原因と考え
ている。皆様の追試を望んでいる。
